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分析

4.9％の増加。

4.0％の増加。

3.4％ 減少 前年        
いえない」と答えた⼈が増加してい
る。

0.1％ 増加 前年 同程度 割
合。横ばい。

0.5％ 増加 前年 同程度 割
合。横ばい。

77世帯の増加。

1.3％の増加であるが、統計学上±
3％の範囲は差がない。横ばい。

2.6％の減少であるが、統計学上±
3％の範囲は差がない。横ばい。

甲賀市 特徴的 廃棄物処理施策 
   廃棄物減量 資源循環 指標  
て最もふさわしいため。

指標を選んだ理由

⾃治振興会は、各地域に居住する全て
 市⺠ 対象        参加割合
 市⺠⾃治 計     指標   適
切      

命 権利 ⼈    尊厳 ⼤切   
ていると感じられているかを表す数値であ
  ⼈権尊重 対  満⾜度 測   
 適切      

⽇本の社会に昔から根付いている「男性
 仕事 ⼥性 家事 育児 介護    
固定的 性別役割分担意識 解消 
     男⼥共同参画社会 実現  
   根幹的 尺度    適切    
め。

        推進       市⺠
⾃⾝がまちを誇りに思い、オール甲賀で
市内外    魅⼒ 発信    必要
があるため。

市⺠共有 財産    ⾃然環境 産
業、歴史を反映した、地域固有の景観
 満⾜度 測     指標   適切 
あるため。

失    ⼆度 再現     市⺠ 
宝である歴史や⽂化財を、かけがえのな
      ⼤切 思 ⼼  誇  感 
る観点を指標とする。

⽣涯学習・⽂化・スポーツは、個⼈やグ
ループ等の⽣涯を通じた「学びの⼊り⼝」
  体⼒ 健康 保持 増進 提供  
役割を果たすだけでなく、その学び（学
習成果）       活  市⺠ ⾃
⼰実現を⽀援しながら、「⼈」を育てる重
要な役割を担っている。⽣涯を通じて学
       ⽣涯学習社会 実現度 
満⾜度 測    指標   適切  
るため。

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

8,974 9,051

8

⽣ごみ堆肥化システム参加世帯
（世帯数）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

資源・
エネルギー

8,926 9,600 10,000 10,400

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

7

⽣涯学習、⽂化、スポーツに「満⾜
している」「まあ満⾜している」と答え
 ⼈ 割合［市⺠意識調査］
（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

⽣涯学習・
⽂化・
スポーツ

32.0 33.0 34.0 35.0

32.0 32.5

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

60.8 60.9

6

歴史     重要度 ⾼     
重要である」と答えた⼈の割合
［市⺠意識調査］（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

60.8 62.0 63.0 64.0

歴史・⽂化財

5

甲賀市の景観に「満⾜している」「ま
あ満⾜している」と答えた⼈の割合
［市⺠意識調査］（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

45.9 47.0 48.0 49.0

環境・景観

4

   魅⼒ ⾃慢   市⺠ 割合
［市⺠意識調査］（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

シティセールス

59.3 60.0 61.0 62.0

3
 男性 仕事 ⼥性 家事 育児 
介護」という「固定的な性別役割分
担意識  同感   割合［市⺠
意識調査］（%）

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

33.6 31.0

2

第２次甲賀市総合計画基本計画における成果指標の実績

1

⾃治振興会活動に参加して
  市⺠ 割合[市⺠意識調
査](%)

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

分野 成果指標

43.0 45.0 47.0 49.0

市⺠⾃治

43.0 47.9

市⺠共⽣

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

男⼥共同参画
48.0 53.5 60.0 60.0

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

48.0 52.0

⼈権が尊重されるまちだと思っている
市⺠ 割合［市⺠意識調査］
（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

33.6 38.0 40.0 42.0

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

59.3 60.6

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

45.9 42.5

資料２
(未定稿)
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2.1％の減少であるが、統計学上±
3％の範囲は、差がない。横ばい。

約４万⼈の減少。

※H30.9⽉現在、企業訪問の実
施率 7割程度    指標 未確
定。

観光を構成する要素に「ヒト、モノ、カネ」
があり今までは⼈の動態のみを指標として
    観光産業 活性化 市 ⾏政
運営基盤の将来予測をする上で域内消
費額 把握     指標   適切 
あるため。

ワークライフバランスの推進による経済の
活性化 図    特 社会  ⼥性 
活躍 重要  不可⽋      企業
    ⼥性管理職 割合 指標  
る。

ＪＲ草津線複線化の早期実現を図るた
  市内各駅 利⽤者数 増加   
必要があるため。

7.5億円の減少。全体として観光⼊
込客数の減少。ただし、外国⼈観光
客は増加。

0.1％ 減少 前年 同程度 割
合。横ばい。

32件の増加。

評価

健康の指標として、健康寿命が⾼い地
域 住⺠  栄養 運動 休養 喫煙 
飲酒など望ましい⽣活習慣であることか
ら、指標とする。

市内における空き家の増加は⼤きな課
題であり、その増加を⽌める必要があるた
め。

事故やケガ、犯罪、災害被害など幅広い
分野 総合的 図 尺度    適切 
あるため。

国 市独⾃ 政策   農林畜産品 
⾼付加価値化や６次産業化を推進す
      農林畜産業 安定経営  
めの様々な施策も展開しており、元気な
産業としての側⾯と消費者にとって購買
意欲向上を図ることができる商品の安定
  提供             満⾜度
を指標とする。

3.1％ 減少 前年        
いえない」と答えた⼈が増加してい
る。

男性 健康寿命 延伸   ⼥性
 若⼲減少 

分野 成果指標 指標を選んだ理由

⼈、地域、社会とのつながりを深めること
により、誰もが住み慣れた地域で、⾃分
らしく、いきいきとした暮らしを送ることがで
       暮     ⾒守  ⽀ 合
いといった地域福祉の役割が重要である
     市⺠意識調査     地域
福祉  満⾜度 指標    

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

32.4 29.3

32.4 33.0 34.0 35.0

9

地域福祉に「満⾜している」「まあ満
⾜している」と答えた⼈の割合［市
⺠意識調査］（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

地域福祉

16

ＪＲ草津線市内駅 年間乗降客
数（万⼈）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

255 259 262 265

道路・交通

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

254 250

8.8 ※7.8

15

市内企業    ⼥性管理職 割
合(%)

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

11.0 12.0 13.0 14.0

活躍・雇⽤

15,799 15,049

14

市内観光消費額（百万円）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

16,146 16,367 16,494 16,806

商⼯観光

12

安全、防災に「満⾜している」「まあ
満⾜している」と答えた⼈の割合
［市⺠意識調査］（%）

2017年
（平成29年）

安全・防災

36.4 38.0 40.0 42.0

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

13

農林畜⽔産業  満⾜       
あ満⾜している」と答えた⼈
 割合［市⺠意識調査］（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

農林畜⽔産

13.9 18.0 20.0 22.0

36.4 34.3

13.9

市内 空 家 数（⼾）
住まい・⽣活

2018年
（平成30年）

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

11

保健・医療

2018年
（平成30年）

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

市⺠ 健康寿命（歳）
上段：男性 下段：⼥性

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

男性79.68
⼥性84.93

男性80.14
⼥性84.66

10 2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

1,398

⽬標

1,366

実績

男性79.68
⼥性84.93

男性79.94
⼥性85.37

男性80.06
⼥性85.59

男性80.19
⼥性85.81

2017年
（平成29年）

1,366 1,366 1,366 1,366

14.0

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）
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⼦  （市⺠） 視点 ⽴  学校教
育 進      市⺠ 意向 把握 
    教育施策 進⾏管理  学校
  ⼈員配置 予算配分   効率的 
効果的な学校運営に活かしていくため、
満⾜度 指標    

就労、⼦育て等の⼀元的な情報提供や
住   空 家 ⽀援 ⼟地利⽤規制
 ⾒直       移住者（⽥舎暮 
し、転職、起業などの希望者）を増加さ
せることが、中⼭間地域でのコミュニティの
維持や活気につながる。
このことから、多様な就業環境や公共交
通の充実により、転出者を減少させること
を指標とする。

成果重視 ⾏財政運営 ⾏    市
⺠ 意向 把握     各施策 進
⾏管理 資源（⼈ 物 財源）配分 
  効率的 効果的 ⾏政運営 必要
である。
分野が広いため「どちらともいえない」まで
含  満⾜度 指標    

出⽣率  短期  ⼤  上下  
     程度⻑期間 傾向   
    必要    ５年間移動平
均     合計特殊出⽣率 最新
でH25:1.46。H24:1.46と変わ
らない。

前年   転⼊者数 166⼈増
加。また、転出者数も82⼈減少して
いる。外国⼈転⼊者が急増。

0.7％ 減少 前年 同程度 割
合。横ばい。

1.1％の増加であるが、統計学上±
3％の範囲は差がない。横ばい。

分野 成果指標 指標を選んだ理由 評価

⼦   産 育  環境 充実度 表
  ⼈⼝⽬標 達成     必要不
可⽋な数値であることから、合計特殊出
⽣率 指標    
社会･経済動向などに左右される⾯が⼤
きいが、⼦育て⽀援・少⼦化対策の幅
広い取組みにより、上昇を⽬指す。

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

21.8 22.9

18

学校教育に「満⾜している」「まあ満
⾜している」と答えた⼈の割合［市
⺠意識調査］（%）

17

合計特殊出⽣率

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

1.50 1.58 1.60 1.64

⼦ども・
⼦育て

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

1.50

都市形成

-248 -220 -190 -160

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

学校教育・
⻘少年

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

-248 -11

19

社会動態　転⼊、転出者数の差
（⼈/年）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

21.8 23.0 24.0 25.0

51.9 51.2

20

⾏財政運営  満⾜        
満⾜している」「どちらともいえない」と
答  ⼈ 割合［市⺠意識調
査］（%）

2017年
（平成29年）

2018年
（平成30年）

⾏財政

51.9 60.0 68.0 76.0

2019年
（平成31年）

2020年
（平成32年）

1.39


